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［電源投入は下記のタイミングで行ってください。］

主回路電源

運転指令

出力周波数

モータ回転数

t＞2.0秒 （注2）
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(外部電源使用の場合）
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1k～2kΩ

電流入力
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（直流リアクトル）（オプション）
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注1
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接地

注2

（注1）各端子のコモンが異なりますのでご注意ください。

（注2）電源投入、運転指令入力のタイミングは、右図の
ようにしてください。主回路電源と運転指令を同時
に入れても、2.0秒は制御電源が立ち上がらない
ため運転しません。

（注3）コンタクターの開閉を運転のたびに行う場合は必ず
コンタクターの1次側にACLを挿入し、突入電流を
軽減してください。

（注4）直流リアクトル使用時は、端子P-P1間の短絡片を
外してください。
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〈基本接続図〉

注1）MCの“入”、“切”での運転は行なわないでください。
注2）インバータシャーシ及びモータは必ず接地工事を行ってください。


